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〈ケーススタディ＃i　立ち退かされた人々＞

　遍去25年闘1こわたって、環境の悪姥が、インドネシアの農疑に、低セ・薮入と

質的に貧しい生活を鱗き起こしてきた．多くの農疑達は、翻毒へ移住すること

を余儀なくされ、その結果、轟毒のスラムが広籠に生じることになった．

　様々なカが、農民を周辺へ追いやることに寄与してきたが、それは躍の発展

のほとんどすべての講醸を含めてであった。しかし、主には2つの繧病が堤わ

れている．第一に、佳麗または保全琶域、そしてダムを原霞とする農民の土地

の質と量の減少である、これは、i蟹灘年の農業改革が不適燐に行なれたことに

よって助長されてきた。第二に、縁の革命（搬εGree簸段曹媛濃t沁麟とそれ’に

伴う鑑驚システムが、農浸をその土地から立ち退かせないにしても・次第に・

後らを果てしなく縫務に追われるサイクルの中に臨れている。

＜企業のための移住＞

　西ジャワのバデガ（8認e鶴1の携が、零細農疑と私的企業の閤の土地をめぐ

る紛争の共通点を示している，貸本のig43年一蕊年の轟領からi鮪§年まで、バ

デガは、579集落IKK避として知られていたが、公的な漸有考はなかった。バ
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デガがその高い生産性の故に有名になる以前、欝欝年までには、地方盤渓は、

少なくともこの土地の4鱒絵において働き始めていた。

　欝84年に、海人かの農疑が、ブパティ（慧囎3童1鳳県知事、訳者〉のタウフィ

ク・ヒダヤットIT撚｛盈猛δayatlへ証書を提撮することによって、土地の法

的駈有権を獲得する手続を始めた。これは、勝有者となる権稀を、土地の…区

醸に住み、かつ耕す農民に認めるインドネシア法（難UPA聾α5、／轡6倉、法務省

歎美3／および大統領総員彗猿曳5／ig7鯨に1従ったものである。農民が土地の董当

な権利を得たという事実があるにもかかわらず、ブパティは、プランテーシ望

ンの開発計蚕を立てる私的な企業である株式会縫（PT／スルヤ・アンダカ・ム

スティカ（S礎醸y段A鷺6誌3M聡t撒allPTSAM）に耕し、この土匙を縫i供した。

ブパティは、そのあと、農疑の証書より，むしろPTSAMの土地に鰐する要

求を住宅省に提饑し、瞬省は、579KKの所有権をPTSAMに殺して（SK蜘33

／縫GU／亙）A／86〉認めたのである、

　その結果として、約2鎗§人の人々が、頼瞬こなる、そして持続的な駿入の源

と考えられていた土地を手放さざるをえなくなった．周辺の出々の験しい斜面

しか彼らに残されなかった。傭人かの農民は、近くの土地を賃鑑することがで

きた。飽の者は、講辺の農場の労働者になるか、または国の生産森林で饑き始

めるかした．若い農民の大翻分は、仕事を探しに擁毒へ鐵向いた．

　類似のケースにおいて、ララハン（盆a撒絵癒村鐵身の283人が灘年以上にわ

た吟、薩ジャワのグヌン・ゲデ（G醗難暮Geδel羅主公灘の緩衝地帯の土地を

耕していたが、その±地はゴルフ場に転驚される運命をたどることになった。

その誕．硫aは耕作しても、村の財源にとって隷大きな取入にはならないと億

じて、村長は、PTSA醗に対する臆年の使馬橇を飴§癖万ルピア（R夢．）群（5056§

米ドル）と引き換えに認めた。比較的高い3§倉万ルピアという年数入に叢れて

いた農残が、たったi平米当り3§ルピア（○．露寒ドノレ〉の補餐を提娯iされ、たに

遍ぎない．

　補撹を捲否した農民は脅迫を受けた。海人かの農民は、PTSA鱗の土地を不
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法に耕痒したかどで起訴され、裁覇にかけられ、た。こうして、私的企業による

農民の移住に関わるほぼすべての土地の争いと瞬様に、当局は、農民の権利や

福鮭は全く考えにも入れず、企業を後押ししたのである。

　土地なくしては、ララハン村の生活はむずかしい．多くの農疑は、食料を買

うために衰分達の農機具を売箏払ったのである．運送は衰退した．子ども達は

学校から消えた。バデガのケースにおけると講様に、箆較的若い農浸達は、仕

事を求めて都霧に移住した。

〈保全のための移転＞

　保全公園の設立が、農民の土地からの移転を瞬き起こしている．南スマトラ

の海岸沖のパングン（Pa盤慕懸g）島では．村が私的企業に利益になる毯界銀行の

ソノク夢ングISo縫戯el鎗gl再権称讃錘に含められたために、質疑が離標せざ

るをえなくなった，

　農民達は、鎗万ルピア（275米ドル〉の肩鞍を稼いでいたが、学校、道驚、

そして教会（モスク〉を建てるのにはそれで十分であった．学校の先生を雇う

ことすらできたのである。こういう農渓達の絞功は、主に、披らが5§年以上に

わたって発展させ、雲行としてきた持続的な農的躰業の手法のお蔭であった．

このシステムは、木々が伐採される時と場藪を定め、違反者を罰することによ

って森秣を保護する．

　南スマトラのグヌン・バラク（G撒灘墓｝搬捻鱒にある髭鼻銀行の飽のソノク

夢ングの躰地は、潅概ダムを保全するために周辺の地域を修復することを馨

的としているのだが、これもまた持続的な農的秣業を嶺行としている地方の農

疑を立ち退かせた。農民達は、醗嶽、ちょうじ、コーヒー、ココナッツ、大豆、

バナナ、そしてとうもろこしなどの多量の叡穫勃を取雛入れていた、後らは、

毒羊や牛も飼育していた．脅迫、強麟的な移住、そして林地での強鱗労働を通

じて、其限捧は、健全で、経済的に良聾な状態から、徹底的に周辺に追いやられ、
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恐縮におびえ、そして叢弱にさせられた黄凝体へと変乾させられたのである。

　糞ジャワの北海岸にある32§§脅簸aのうち、饗G§§始のマングローブ秣は、

タンバック（嬢無も欲－海老養殖場〉に転換させられた．ペルフタニ鐙e喪磁a擁

すなわち、国家稼業会縫は、農民を移駐させることによってこれに穀癒した・

不幸なことに、再定盤の努力は不適当なものであった．なぜなら、それは新し

いタンパクの願有権のスタイルを考癒に入れてないからである。最近、富裕な

薬毒の企業家は、海老の養殖漉を導入し、そして今慶は以前の噺有者を労働考

として雇い入れている・農民達は、鍵属的な労働者として霧透に追いやられつ

つ、今や移住を余儀なくされている．綾らは、境暴線上の取入で生活し、マン

グローブのさらなる伐採をするしか選毅の余地はなくなり、そして盤上

タンパクを醜く。結果的に、以麟1こは破らの生涯｝の基礎であったものが、都議

の中屡・上履の購綴の鐵聡によ管、合法的に経たれてしまったのである。

　ペルフタニは、また葉ジャワのスカラマジャ（S繊蟹a醗瞬麟の近くの26紬a

の土地で欝欝年以来働いていた欝§人の農民も立ち遜かせた・何千本というド

婆アン、ジェンコール、ランブータン、そしてペタといった木が、アジア醗発

銀行（AD鶏の融資を受継た林地に転罵するために切瞬倒された。この±地は、

5昏§昌壼aをカバーするべく謙蚕されたが、3倉§紬aしか植抹されてない．土壌の

農民は、結局、残穆の地織を再度確保し痙すはめになってしまった。

　私的な投資者の飽に、量界銀行、アジア麗発銀行、ペルフタニそして糧界§然保

護基金IWW恥も、農民達を周辺に遮》、やることに寄与している。5巷§§蝕3の陸

穰の栽培者が、載スラウェシのドゥモガ・求ネの縫難。警3亙30轟el醗主公羅から追

い立てられた蕃、これはWW欝が資金を与えている公蟹で、トラウト（Tora麟

とコシンゴラン綴oss塗麗0捻麟という二つの重要な海綴の集水鰹絨を取鯵巻

いている。盤葬銀行の基金は、欝§§縫aの移猛者の承穰馨を潅蔑するために、

この2つの擢をせき産めたのである。
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＜義務的な信矯計霞＞

　インドネシアにお経る縁の革命は、第…孜の覆家五ヵ年瞬発詩蚕であるプ夢

タ（Pe翫麟至の擬闘中に．米の嚢給を可能にしたいという政癖の腰望によって

動機付けられていた。醗の多くの外国通貨は・すでに化学肥料と農薬を輸入し、

そ轟を生産する工場を建設するために縫われている。これらの工場は、軍人と駿

府役人によって漸有されてお穆、被らもまた、クドォン・オンボのような潅灘の

基盤施設の建設のために必要な嚢秘を縫供するセメント工場に投資したのであ

る．クドォン・オンボについての、本レポートに添えられている議識が講談す

るように、セメント工場もまた農民を周辺に追いや吟、移駐させる役麟を巣た

してきた。

　緑の革命以来、米の生産のための倦得システムが、農渓にとって掻いにく雛

ものになった。新しい農業繕儒方式は、どの罷料、農薬、そして来の種類が整

灘されなければならないか、を条稗として捲定する。農浸達は、自律性の喪失

に笈蝦する道はない。なぜなら、そうす為ば、繕絹システムから遮籔されてし

まうからである．

　農民による、農民の望む農薬の選探の権鵜を間接的に廃藍することによ甑

綾らが害虫を麟鬱することできにくくなっている。一定の害虫が襲ってきて

も、農民は、農薬の調達がうまくいないので、手も足も灘ないことがしぱしば

である。この鱈矯システムを振香した農民もいる．しかし、彼らはそれぞれの

地琶ごとの生産鐸繧のサイクルの中に羅かれているから、今まで遜む俸付種を

選撰する白磁がない．したがって、害虫との経籍の効果もまた暇ら為ている。

　たとえば、膿艇という高い生産性の来の変種は失敬したが、それ，は、単に

害蜜に弱い故でなく、その導入に伴う散策の故であった。農浸は、潅灘が年間

通じて活罵藩能なところでは、米搾の合闘に、一（二次
作物〉を植えることが禁読されたのである。実醗、間搾される勤
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は、害虫の発生率を生態学的に下げる可籠姓を詩っている．西ジャワにおける

観察は、ねずみの数の増大が、この地域で3カ月取入れ来の人気の故に豊俸と

なった米を年間を通じて貯蔑したことに麗係があることを窮らかにしている．

したがって、縁の革命の欝薦システムが、来の生産を増大させるのに与ってカ

あるとしても、農浸の薮入を増大させることはないし、またそれどころか、鍍

らを繕金付けにすることもしぱしばなのである．

＜結論＞

　これらの移住させられた農民とその家族は、どこへ行くのか．ジャワでは、

移民は通常の醒答である．しかし、移民それ霞体は、土着の盤渓にとっては、

破滅的な結果を生み罎さないではおかない。燃えて、移民の流行もことを大変

悪くした。公的な計錘が、移住した農民を適応させるべく機寵していないの

で、麗発難渓がインドネシアの諸都南に難事を求めてどっと流入する。上で弓き

篤したケースは、構造変化の梓わない鞠質的な麗発は、単に周透に追いやられ．

る農民を増大させるだけであることをはっきりと示している．

＜ケーススタディ＃2　クドゥン・オンボ（K麟雛塞0灘痴〉

からの教護〉

　ジャワでは、多くのダムと貯水地が、米の生産を塔撫させ、電力を生み鐵す

ために建設されてきた。この島（ジャワ島一議者〉には、インドネシアの住民

の7§％が盤三んでいる一こ為は、醗の土地翠1懸の7％にしかならないのだが一こ

とを饗由にして、これらのダムと貯水地の建設によ蓼、外島での再定住を強鰹

されながら．簿千という農村の人々が移住させらている。中央ジャワのがジ

ャ・ムンクールIG樋a躍灘躯膿1欝水地のケースは、葬常に多くの数の人々を
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巻添えにしている。つま吟、そこでは議轡からなる約欝万人の人々がスマトラ

へ移動させられた。しかし、ジャワのダムと貯水地の大部分の建設は、4簿§§絵

の農地を潅離するクドゥン・オンボ・ダムが、中央ジャワにおいて、懲89年

工月に絹設されるまではスムースに行われていた。

　かくして、クドゥン・オンボ群氷池の勅語は、大規穫な醗癸プ賞ジェクトに

遊を譲るための不公亙な犠牲に鰐する人々のレジスタンスの武勇談になったの

である。インドネシア中どこでも、そのようなプ臓ジェクトは、通翻、先住の、

または残留の地方住民に擁らの無益をもたらしたことはない。クドゥン・オン

ボの経験は、このタイプの大きなダムと貯水漣についての次の二重の機籠に麗

保するオールタナティブな曝tε膿謎lve＃代替可能な、訳者／議論を促進する

ための懸嬢ともなった。つま箏、食料生産についての緑の革命戦略としてのそ

れ、また大量の中央集権的なエネルギー生産と溝費のためのハード・エネルギ

ーの進露としてのそれ、である。

　当局は、クドゥン・オンボ・ダムの建設が、貯水池の猛襲の大多数から、強

力で永続的な抵抗を麟激するとは予擬しなかった．当局は、鯵88年3薄までに

｝ま、37村の再定住一各5から6人の53鱒逡帯を含むが一が完了するであろうと

推離している，しかし、姶89年4鴛までには、公共事業省がダムの水跨を燐め

た3力擁の後に、数百人の家族のみがi平米盛り7灘ルピア（§．難米ドル〉の政

麿補嬢を、この地域から出て行くのと瞬き換えに受け入れたに過ぎない．大部

分一33鍵家族一は、この補礫を捲蒼し、より高い土地へ移った．

　移住に対する抵競とともに、この低額の補覆レベルに麟する強力な抵銃によ

り、童舞銀行と、インドネシアでの協力機鷺である水資源麗発理事会（醸rect醗雄e

Ge簸er3bξWateギ裂es綴ダcesDevelo夢搬e登tlは、貯水漣の封鎖に先だって、

残っている近隣の地域を獲得し、移住したこの地域の土地の瞬有者を再定住さ

せざるをえなくなった．政府によるこれらの近隣への再定建の努力でさえ、残

っている村費からの熱狂的な反応も受けなかったし、破らの浸水した土地に請

して低額の補雛の擾洪があったわけでもなかった。姫鱒年i月の中旬牢に、47

　　　　　　　　　　　　　　　－i45一



行政縫合譲葉　第5巻　第塵聾

家族だけが、敢癖によって2韓戸が建設された貯水漣の北藪にあるカエン（K3yε瞬

にある再定盤部落に移達することに応じたに遍ぎない（クダウラタン・ラク

ヤツ　ト漏Keδ接賦至a重＆盤貧a駄yat，　ig9馨年i肩玉8鍵〉。

　地方の自警唇轟による脅しにもかかわらず、侮が、人々をそのように頑劉に抵

観するべく仕麟彗けたのか．この開題を縫起した学生や醤GO活動との瞬で行っ

た様々なインタビューからは、おそらく6つの要石があると考えられている・

第一一こ、貯水縫の敷地の農村の人々は、綾らの羅先の土地への強い愛養を持

っている・これは、次のようなジャワの需い習わしにおいて表題されている・

fたとえ，それが、私たちの箋のような広さの、また私たちの姦のような長さ

の±匙の一片でも、私たちは命の果てまで守っていく。1多くの年篭のクドゥ

ン・オンボの毒民は．外誌の島での新しい生活をスタートするよ管、霰らの鐵

身の村の透くに移転して曝結する方を選んだ．

　第二に、クドゥン・オンボの人々は誇彗高い．彼らの歴史は、蟹の支醍力に

対する抵技によって特色付けられ・ている．彼らの先複のニイ・アジェン・スラ

ン（翼yl　A禦η§Ser餓g／（i752－i828〉は、女性の縫上であ駄i825年から騰

年のジャワ戦争でオランダに薄して震った反鼠軍の王子であるパンデラン・デ

ィぷヌゴp伊識暮e鍛簸D華。総璽orolの劃客であるが、破女は、スラン（Ser磁齢

燐沿いの露と森秣からレジスタンスを捲挿したのである。

　第三に、これらの人々は、露の管達するジャティ（舞韓（チーク〉林の周辺

にある、よ弩痩せた農地に住んでいる翁、生き残るためには、露の森林へこつ

そ陰人参、チーク材を伐採し、また裏轟ルートを通じて木材を売ることによっ

て法を麟げることを常としている．

　第聾に、移住は、クドゥン・オンボの人々のほとんどにとっての魅力的なオ

ールタナティブではない。行商人の人々の大部分は、スマトラと内野マンタン

にある遠い場醜を訪れたことがあり、移住地の現実を知っている。韓人かは、

移控のための政癒の罷力に負け、爵スマトラのプマタン・パングン鐙e搬蜜a鷺g

P麗麗懸露へ移動したが、結果的には、その後すぐ戻ってきたに遍ぎない．移住
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インドネシアの葵境鶏題についての著干の紹介　（2！〔神舞　秀彦）

趣についての直接体験によって得た知識は、スタヤ・ワチャナ（Stay接Waca難1・

キ賛スト教大学醗究極によって羅織され、致騰によって後援されたクドン・オ

ンボ村の夢一ダ一陣ナの数暴の移住地へのガイドツアーによっても増大させら

れた。

　第五に、クドゥン・オンボの人々は、ウォノギジ（W（）猟）g重薮1地区の近くの

ガジャ・ムンクール貯水地の訪弱から、貯水池は、人糞覇の周遊に住む残存住

罠に大きな無益を与えていない、ということを学んだ．スマトラの移住地から

のヴォノギ夢の帰還者は、その地域での不輸秩な経験について語った．

　最後に、人々の抵銃は、学生達の支援とともにNGOとの崖会いによっても

強められ，た、学生らは、スマラン（Se盤継a轟露の貯水濾の近くとジャカルタで、

緯89年2月6騒に、彼らに代わってデモを行った。新開もまた、この事件に離

してためらうことなく、注意を請けた・

　クドゥン・オンボの人々を支援したグループは、侮が達成され、またなおな

される必要があるか、を評慰するために中央ジャワで緩織的な反省の機会を持

った。4つの建築がこの会合から礎鐵された．

　第一に、クドゥン・オンボの人々の縫いの支援は、縮小するべきではないし、

強鰹的な再定住についての量雰銀行のガイドラインにおいて綬定されている必

要条件が確実に塞待されるように、強震にされるべきである。

　第二に、クド噂ン・オンボは、ジュラトゥンセルナ（Jr畿繊se沁登麟（ジュラ

ン・トゥンタン・スラン・ルシ・ジュアナーJra墓搬g－丁膿懸盤暫Sera簸喜一L総レ

麺徽麟耀系統の中で、盤雰銀行によって誹蚕された5つのダムのiっに過ぎ

ないので、か鯵に被会的・生懇学的に否定的な影響に鰐する百態姓が高いので

あれば、礎案中の飽のダムヘのオールタナティブを、早い靉靆で政窮に具申し

なけれ、ばならない。

　第三に、大規模ダムに帰する撰灘は、これらの計懸へのオールタナティブを

縫鐵することによって補完されるべきである。若子の鱗が、小焼摸の潅灘綴織

で働く翼GOによって発展させられた縫織には含まれている．それには、たと
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行敢縫会譲葉　第5巻　第4号

えぱ瞬ジャワのスパン（Sめ謎郎のビナ・スワダや絡塗盆Sw＆飴y鵠のような

溝G（）や、共講体紛織による小型の水力発電プロジェクトを組み立てた饗GO、

それからまた西ジャワのヤヤサン・マンデ叡Yayas餓M餓嶺rl／と中央ジャ

ワのレンパカ・プングンバンガン・テクノロギ・プドゥサアン（Le難雛形

Pe簸ge灘もa欝鍔3貸Te　《簸。至く）gl　Pe｛艶s3農無二L駐TP）1こよるものがある。

　第灘に、クドゥン・オンボのキャンペーン活動は、その支援を、外島の其羅

体と馨GOに帰して舷張するべきである．そこでは、大規模ダム、貯水池、水

力発電鷲そして大規模潅擬システムの建設が否定的な童i論を無覆して続いてい

る。詫スマトラのアサハン（Asa絵麟水力発電事業のようなケースやイ夢アン・

ジャヤ（藍餓麺y講水力発電事業謙遜のような鯛外は存在するが。

　電力計簸と一一一体となった外島の権殿群雨の琶会的、生態学的な影響について

は鋳も霊及されていないが、それ縁いくつかのファクターによって瞬き起こさ

れている．計懸地域の遠さは、報道としての十分な取擾いを妓げている。多く

の人々は、大綬摸な覇発議羅を、ジャワ以外の州の繁栄のための…手段である

と考えている．たとえば、饗姦、最大の、かつ最も洗練されたガスと蒸気によ

るインドネシアの髪電翫が、東力婆マンタンのタンジュン・バトウIT＆瞬懸g

雛t瞬において建設申である。そして、それは単に力婆マンタンに位置してい

るからという遷露だけで、東力夢マンタン当簿によって称賛されている（バン

ジャーマシン・ポスト竺Ba海a驚撚s鎗Post、i§§｛》年2丹瞬蒙）。

　クドゥン・オンボの活嚢家は、道徳的には、ジャワとその縫の島に震われた

飽の大規摸ダム・キャンペーンを支援しなければならないと感じている．綾ら

は、広範欝に及ぶ震いに直面している．いくつかの新しいダムは計露毅賠であ

り、いくつかは投資を請い求め、その難は建設中である、たとえば中央スラウ

ェシではジンドゥー〔L塗6麟湖ダム読響が展覇している．イ婆アン・ジャヤの

スンタニ（Sε縫3麟濾での水力発電誹醗が復活した。詫スマトラのアチェ（Acg舞

のアルクンド（Ar櫨囎δolダムは、大規換工場へ電気と水を経供するために髄

罵されるようになるだろう。いくつかのダムが、西スマトラのシンカラック
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インドネシアの環境幾題についての若干の紹介　（2／（神戸　秀彦〉

（S盤解ara矯湖と肇アウ（衆議瞬のカンパル・カナンIK盆醗夢arKa嚢a麟燐で建

設され，る護摩藝である。

　このような潜在的な環境上、および歓会的な災鵜には、広鐘雅な注意を必要

とする．クドゥン・オンボのケースは、私たちに共同の抵銃が役にたっという

ことを教えた。私たちは、それ§鉢としてインドネシアの環境運嚢のもう一つ

の流れの趨璽をみた．それは、大綬摸ダムの歓会的および環境上の影響に聡わ

り合い、そして電に継続可能だけでなく、消費者によってコントロールされ

る、オールタナティブな潅灘エネルギーシステムを普及させていくような運動

である。

＜ケース・スタディ＃3　ベチャ論争＞

　謄9食年2鱒5雛の朝、総8人の輪タク（ベチャ掌決。誌）の運転手が、ジャカ

ルタのインドネシア議会①欝欝に対して，不公平な遙遇を受けたことを遅密

とした講顯を行った。インドネシア政欝は、非人闘的な移動形態であるとみな

され，またジャカルタの道酪を往復するのに適さないことを理蜜にして、数年

繭からベチャをジャカルタから除去しようとしていた．近時、ジャカルタの準

軍事的組織（カムティブニKAMT欝〉部鎌によって取瞬継みが強化された。

破らは、近隣の人々の溝掃を捲揮して、非人闘的にも、待っているトラックの

上にベチャを積込み、かつしばしばドライバーを虐待したのである。

　ベチャが自由に動けるジャカルタ内の特劉地域を選定すべし、とのインドネ

シア議会に薄するドライバーの要求は、数人の致治家により支持され、愛在縷

講中である．しかし、虐待の罐は絶えていない。あるドライバーは、綾のベチ

ャが運転中に奪取された謙に、説暴な扱いを受けたと話していた。勉の者は、

特殊部隊が許可や公式の命令なしに家に侵入し、ベチャを浸敬した、と訴えた。

ドライバー達は、破らの麿待とベチャの取纏瞬ま、インドネシアをig鵜年代の

　　　　　　　　　　　　　　　一纏§一



行致桂会読集　第5巻　第4暑

半ぱに善鎖した野本人によるファシスト支醗の数年購にたとえていた・

＜ベチャ・ドライバーの虐待＞

　トウキミン（丁甑難癖という詫ジャカルタ鐡身のベチャの運転手は、カム

ティブ懸によって行われた虐待について、特に強硬な意髭を遠べた。破の透隣

の運転手を代表して．稜は、彼のベチャと鰹の董繍人のそれとが、いかにして

許可なしに鍍らの家から奪取されたか、を遠べた・この時縫われていたベチャ

は、めちゃめち庵にされ、ドライバーは羨きず善鎚された。何人かのドライバ

ーは、どこかへ運転して行ってしまうことで、乗吟物と自分衰身とを守ろうと

した・カムティブによって捕まえられた人々は・ゴム製の棒で駿られ、または

カムティブの車にぶつけられた。ベチャのドライバーの妻と家族達は、この事

件を襲撃した。

　ゴルカル（GOLKA欝の総裁、ラフマット・ヴィトエラ（R3蕊搬atW蔑oe絵雛

は、カムティブが、ジャカノレ夕霞の一致策
を実行する点では、行き遜ぎていることを認めた．市議会の一員であるブディ・

ジャルジョーノ総綴IJ撮δ沁鼓olは、ベチャの移動は、やめるべきだと勧告し

た．破は、ベチャは縫に技衛を持たない人々に猛事を蓬躾する助けになるし、

ジャカルタは高度な技術調練を受診た労働者のためだけの場湧になるべきでは

な㌢、．　と言った。

　ヴィトエラは、内務大駆と連邦政濤に、状溌を調査し、ジャカノレ夕露饒則

欝72年第3暑にもとづくベチャの移動を奮§釣虻実行しないよう要請した。ベ

チャの移動は、疑に社会的な不安を生み黙していた。ハルジョノ欝arδ鈴麟

は、内務大運に単にジャカルタの大きな産業のことだけでなく、ベチャ・ドラ

イバーのような小さな人々の運命にも注意を払うように訴えた。政碗：は、量瞳

一つまり一般的にレ・うと・低い酷繕に属す
るものは、ジャカルタを透代都毒に見せるためには撲滅させるべきである、と
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インドネシアの叢境懇題についての若干の紹介　②（神戸　秀彦1

考えている。

＜ベチャ禁止の環境上の、および社会的な影響〉

　ベチャは、無公害の三輪車である。それは、共疑体において不十分な公共交

通を緩撫するために縫われる．ベチャの乗車賃は安く、また葬常につかまえ易

い。

　料金は安いにもかかわらず、ベチャ・ドライバーは、i馨6G警むルピア（3．35

ドル〉ほど稼ぐことができる。不熟練労働者は、i嚢7憩ルピア（載臆ドル〉か

ら欝G馨ルピア（§．83ドル）（労働省）しか稼ぎがないのに薄して、である。し

たがって・ベチャのドライバーになることは有無であ瞬、特に故郷の村の人々

の叡入と比較した場合にそうである．

　欝§春§台以上の禁鑑は、その2倍の数のドライバーに達する失業者を生み鐵

した．なぜなら、玉っのべチャは、遜常i馨2人によって使灘されているから

である。鰹の披講を持ち．幸いにも職業調練詩篇に参撫することのできた22馨§

人のドライバーのみが、モーター付きの輪タクの運転手、ミニバスの車掌．ま

たは野菜の簸売買のような新しい種事につくことができた．厳しい必要条件を

満たさなかったベチャ・ドライバーは、一ある
いはインドネシアの移民計癒に参撫し、あるいは彼らの故繍の材へ震るよう健

されることとなった（ジャカルタ・潔スト、欝88年欝欝鴛購．単に、25灘｝人

の仕事のないドライバーだけでなく、その家族も被害を受けた．

　ベチャ禁止の難境、しの影響ま、大気汚染のレベルが高く妙酔内陣文の

最後、訳者1をみよ〉、モーター琶きの乗り勃の使薦の塔大による騒音公害が

大きくなる点に晃られている，欝85年から露髄年の幾、75㈱台近くのべチャが

湾のなかに投げ接てられた．それ以外の49§§§台が一時的に保管されたが，こ

れも投棄のためであった。ジャカノレタ湾で行われた調査によれば、魚の鉄分の

レベルは、投棄場の近くで著しく上昇していた。か鱗こベチャの投棄が本当に
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行政桂会譲葉　第5巻　第逢号

湾での汚染に影響を与えているならば、この行為は、ジャカルタ湾を浄化する

という駿府の誹霞藝に反する。　海洋汚染の増大とともに、ベチャの禁i薮は、モ

ーター付きの輸送手段によるべチャの移転によるジャカルタの大気汚染レベル

をさらに増大させるであろう．欝魯G§台のベチャが、モーター付きの三輪車の

インド版である、講じ数のバジャイ／露瞬お異こよってとって代わられるとして

も、これは、歩行者、車の常懸者、脇を歩く行商人に麓験を与えるし、またバ

ジャイのドライバーは、乗勅の発する煙の中で息をすることから、もっと大き

な危険垂こすら直懇するのである。

　現在、ジャカルタの公衆は、大気串の健康1こ有害なレベルのCO、饗02、そ

してS（〉2によって被害を受けている．保健省の環境センターとインドネシア大

学環境醗究淺によってなされた馨究によれば、ジャカルタの大気中の鉛（P韓

の成分は、量界保健機構（W琵0〉の基準である6§芦g／鍵よ吟高い、蟹）鮮g／

麟こすでになっている．ジャカルタの鉛汚染は、主にスーパー・ガソリンを旋

締する嚢動車によって敏鐵されるハイオクタン燃料から生じている。

　人嚢・藻境省は、提案されたべチャ禁止の環境上の、および人嚢錘での影響

について、侮ら縫心を示してない。提案された政策が軒生活環箋への重大な影

　を与える（か　しおない）計霞　の行為　についても要求されている擬境影

響評懸（2猛－翫v齢騰e簸t寂H欝欝C重ASSεS灘e癖（環境管遷法1－翫V圭一

ro皺皺ε鮭a豆凝a総ge磁ε鑑Actl露条に瞬記されている〉の施行をなぜ免除さ

れるのか、不萌である。してみると、濃境影響諄優1の必要なのは、主に、たと

えば工業のような醤に見えるプロジェクトに嬉してであ鞍、プログラムや政策

についてではないようである。

＜車優先の反公衆的輸送＞

　ジャカルタが深亥llな環境懸題に甕落している時に、ベチャつま鯵汚染のない

数少ない乗物の一つ、が禁箆されたことは皮肉である．擁講説薩麺当者は、自
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インドネシアの環箋賜題についての若干の紹介　②（神戸　秀彦〉

家馬車を翫有する人々の必要を説き、公衆全体の必要を忘れているように思わ

れる。

　ワシントン夏）．C．の輸送・瞬登政策醗究霧（董TDP）のミヒャエル・レプ韓ッ

ジ（Ml嶺ae至Re瞬Gge）は、業界銀行は、モ一夕ジゼイションのイデオロギー

や．またはモータ夢ゼイシ望ンされてない輸送資源に嬉する偏見を約言と発展

途と国への貸替を通じて強いてきている。量銀の勧告にもとづいて・ダッカと

バングラディッシュの市当局は、安全を摂縫として、欝87年婆舞に市から完全

に輪タクを禁断する計錘を発表した．輪タクにより、欝万人以上の人々が雇罵

されているにもかかわらず、である。纏のところでも、量雰銀行のコンサルタ

ントとスタッフは、近代化とモータ夢ゼイシ欝ンされた輸送による盤塗をめざ

して響門家的な方癖懸けをすることによって、近代的なモータ華ゼイションさ

れた西灘のシステムと競おうと獲っている中国の專野卑家を押しつけようとし

た輻．謄72年から簿85年の簡に、公共輸送システムは、毯雰銀行の薬市輸送

プロジェクト離資の3分のiも受けてない。麟

　このような線にそって、ジャカルタ市の計露撰当者は、ベチャは禁壼される

べきであると感じたのであろう。この乗物は馨鐘渉である、あるいは遅く。葬

龍率であ警、ジャカルタを轟壷にするためには根こそぎにされねばならな

い、というのがその理藤であった。褒在のジャカルタにおいては、鉄道とバス

サービスが修運の必要を生じているのに、壱料道鋒は、葬常に良く手入れが行

き届いている．

　欝89年の講査によれば、外交優締懸や軍隊によって翫有されているものを験

いて、ジャカルタにi鎗彗万の栗駒がある。その全俸のうちわずか載暮暮曇が公共

的乗物に遍ぎない。バスは、ジャカルタの人蔭が8§暮万人なのに帰して、三韓

蚤箏2倉癖万人の乗客を乗せうるに過ぎない。
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行政鮭会議集　第5巻　第喚暑

〈ベチャを守るための現在のキャンペーン〉

　地方メディアヘの手紙の殺到、国および地方議会でのべチャ・ドライバーの

デモ、そしてかつての大統鑛スカルノの娘、スクマワティ・スカルノプティ

（S嘘縫獄awatlSoek3盤。登雛麟、ジャカルタ政綺のウィヨゴ（W1yo9麟が、ベチ

ャの禁農の予定霞を欝鱒年3月綴韓から稔鍔3譲へ延擬するのに貢献した。し

かし、近隣の人々はなおベチャの輸送を必要とするとの、ウィヨゴの声羅と5

人のジャカルタの毒長による討論榊の進行にもかかわらず、ベチャ狩吟は続

く。

　ベチャのドライバーの勝利は、単に一時的なものに過ぎな》・のかもしれな

い嚇構．有力な人々は、ベチャの廃止のために、ロビー活動を激しく行ってい

る．中央ジャワのサラティガ｛Sa董at墨galのスタヤ・ワチャナ・キ夢スト教大学

愚身の学生活動家、ブントミ絡難to藏）は、いくつかのグループがこの反社

会的で、反覆境的な政策の影に存在するといってよい、との推灘を行った．こ

れらは、ベチャによって懸まされていた上流および申渡繕緩の輩の勝有者と、

ジャカルタと後に勉のインドネシアの擁毒でマーケットを拡大しようとした車

とバジャイの製造業者をふくむといって差し支えない撒。

　かくして、ベチャ禁箆に射する欝いは、土管鍍であり．それに勝つ見込みは

大いにある。しかし、オールタナティブな輸送政策のためのアピールを行い、

またはベチャ禁止を完全に取り満す暗闘はなお存蔑する，か瞬こ、さらに多く

の啓発された学生とNGO活動漢、ジャカルタ法律援駒鶉会（」盆aギねL曙al

A娘蟄s縦磁e）、ド婆アルカラ哲学大学（至瀬ar総総P醸oso諏ぎC磁ege／の桂

会醗究藪、絹発調査醗究勝継stl綴te　G琶〉evelo夢灘e溢S綴δles）、スクマワテ

ィ・スカルノプティ、およびその飽の琴§心ある麹人によって始められた饑いに

参撫すれば、このアど一ルは威勢するかもしれないのである。
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インドネシアの叢境懇題につシ、ての若干の紹介　12／（神戸　秀彦／

　＜ジャカルタにおける大気および騒麿公害＞

　ジャカノレタの馨毒・環境センター（議e更膏も徽餓δE盤v量ro盤盤¢賊擁盆色

se鱒Ce細の講蘇ジャカル勤大気汚難悪イとしていること

を麗でいる読とえば・チ吟タン（c重懸網地齢so2の薬頼・平1

均王丹当穆〔）、（鶏23カエら○．Gi48欝欝撫となり、スナン｛Se舞a盤》地匿では、i携当i

禦徽贈犠轟誤謬暗黙，覧灘野罵i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麗3醐鞠鰍なつ　る・こ栃の駄なおジ柳レタの大
気質の基準（鐙登降題下であるが・しかし・soゆ搬は賦してい！

ると観灘されている。

　i肩の窒素参簾勃（翼02／の緯88／欝89年に採取されたサンプルは、チ…

粥ナタンにおいて、甑総73から畿鑓98難搬を示す。スナン地褻において、i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
辮蝋嚇膿胸鉱マンガヴサー礎欧おいて・朧8鋳ら鰯85i
隅を示している．こ妨の織また、鰯獅鱒・飾鑓醐違いか朗

一訳餐〉というジャカルタの大気質の基準以下である。このケースでは、

し就課・菰殿にいく勢の駆で・罐騨と晒鮮耀えて1
いる。データは．また．N（〉2による汚染の増大傾向も示した．

　すべての調査地区での浮遊粒子状物質ISS繋ま、すでに大気の質（268…

題／齢を、特に乾鰯において超えている。チ夢夢タンについては、

SSの鰍　糖継であ蓼・ス　つ　　から338 P
詳葺／継であ撃、ジャラン・マンガ・ブサールでは、93から2欝湛9／庶、

そしてテペト地響については欝8から2鱒題／醗である。

　大気中の一酸化炭素の成分も塔大した。ジャカルタのメインスト夢一トi

であるジャラン・スディルマン／タム鐸ン（Ja蔓餓S総lr灘餓／丁皺皺1癖｝

で、COの欝撮が、i暗闘以上にわたって通行する乗勃から記録された。

i計算の結果は、人を気絶させうる稔7即難という炭素欝産量を示している。

　　　　　　　　　　　　　　　一155一
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還郷こ住み、または働いている人々一たとえば警官や行薩人というような一i

は．特にCOの欝鐵の影響を受1ナ易い．

ベチャ難に甑モータイ撞きの乗物増規ジャ加タ罎がし

くさせている．ジャラン・タム夢ンースディルマン（舞瞼簸丁姦a灘r溢雇

S藤撚麟では毎蒔織35G胎の動樋還する・鋤の騒音レベルを評…

懸るには・Le蓼（2鋤＝謝し麟という式鞭継撫’る・ここで

は、護はほ暗闘当穆のPCU紗ass繊§εr　c鍵醗謁を表わす。調査の結果は、i

ジャラン・スディルマン／タム夢ンの騒音レベルが、85膿Aという燈定i

の基準に透くなっていることを示した。環荘のヨーロッパの騒音レベルはi

55から6§雌8Aの範囲となっている。

＜執筆者注＞

　輪翫舞鐙∫ε，躍動擁屍　1タ総　讐臨癖躍書髭ア膨欝舞磁露齪黛癬ε蜜麗毒ヂ跣綴

　　既7躍z）召細砂欝翻バ君認餌グ声鳩8窺擢魏魏εε併痴鍔齢κεs認3ゴ醗齪翫甥醗

　　P棚邸躍r矯郷麺磁如麓魏だ丁鑑襯3鋤磁≠癖言P細難癖麗9ゆ7醜観砂魏gCo翻魏魏3．

　　19認み耀診。撫海耀飽3ε翻醜3麗躍護漉羅」躍εε翻9∫駈ε編曙オ。箆，∂c．

　麟w擁4彪ε捌π8ε／難ε癬漉，1雛8198薮　賄翻麗鍾翫舞y＃84

　〔3）0磁κ餅膿器．齷齪紹9鱒，ぴκ3Wl＆∫魏細．

＜訳者注＞

＊　福島大学・木材纏一氏のご教示によれば，“Ke照1澱Kel照響a”の賂で，元来，

　‘‘家長”を表わす桂会纏織である。なお，飽のインドネシア藷名の発帯も氏のご教

　示に負うところが大きい．

＊＊　茎ルピアは、璽在、約§．欝欝である。

＊＊＊　ジャカノレタは特溺薦で，葉薩南北および中央ジャカルタの各区の5つの一綴

　　穰講からなる（蕎井来雄監修「インドネシアの事典亘瞬緩舎，懲懲年1、　懲9頁）．

＊＊＊＊　このレポート絃、欝欝年3月当時のものであり，その後のことは記されてい

　　　ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（続く／
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